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論 文 内 容 の 要 旨
　本論文は４章からなる．第１章では２点テイラー展開の位置づけを行うために，ラグランジュ補間，エル
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整数 m，n が与えられているとする．標本点を－１， １とし，区間［－１，１］を n : m に内分する点を





















　第４章では，節点が c である区分的多項式関数における２点テイラー展開が節点を除いた開区間の和（α， c）
 （c，β） で，項別微分可能であることを導いている．標本点における重複度の比が１：１の場合は，直接
的な計算によって，区分的多項式関数の２点テイラー展開が項別微分可能であることは先行研究によって示
されている．しかし，重複度の比が一般の n : m になると，複雑になりすぎて，同じような計算が出来ない
ような状況であった．著者は，節点が c で，左側が恒等的に０である切断べき関数の２点テイラー展開，右
側が恒等的に０である切断べき関数の２点テイラー展開を考え，それぞれの２点テイラー展開の級数をいく
つかのグループに分け，それぞれのグループに属する級数が区間（α， c）  （c，β） で，べき級数として収束
することを発見し，区分的多項式関数の重複度の比が n : mの２点テイラー展開の項別微分可能性について
－ 3 －
極めて見通しのよい証明を得ることに成功している．




（1）正の整数 m，n について，区間［－１，１］を n：m に内分する点を c とし，m， n によって定まる，［－１，１］
を含む区間［α，β］を考える．［α，β］上の被近似関数として，c を節点とする区分的に解析的な関数を考える．























　本論文の内容に関する主な結果である２点テイラー展開可能性については，International Conference on 
Applied Physics and Mathematics（ICAPM2017）で発表し，また査読付き論文として Applied Mathematical 
Sciences（Vol. 11, no.61（2017), 3017－3032） にも掲載されている．審査委員は本論文の内容を中心に面接
と公開の論文発表会を行い，著者が論文内容と用いた手法について充分な理解とともに関連する分野につい
ても学識を有し，また将来の研究遂行に対しても十分な能力を持つことを確認することが出来た．著者の英
語の能力については，博士論文および学術論文を自ら英語で書いていることならびに，英語による口頭発表・
質疑応答を行っていることから，充分であると判定した．以上のことより，審査委員会は本論文の著者が博
士（理学）の学位を授与されるに足る十分な資格を有するものと判定する．
